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年 |空会社量 i 員会社書
1925 1 1 
ーー -ー--一..・
33 1 2 
34 O 2 
35 3 5 
36 11 15 
37 14 25 
38 12 36 
39 5 40 
40 l 41 
備考 日本曹達『日本曹達株式会社慨




















閥と比較しても kくに異彩を放っかかる短期集中的なコ Y ツェルγ形成こそが






















日本曹遥から目曹コソジエルンヘ (33) 33 
第2表 1933年当時の日本曹達
本木工場 I 1920 I苛性'J-""，晒粉，硬化油，合成塩酸，液体塩素，エ
チレングりコ ル，各種ソ グ，各種塩化物，その他
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唐戸屋 山形
















いる。たとえば， rダイヤモンド』昭和9年2月1日号， 91ベー ジ， 3月1日号， 196へー ジ.ま
た火力発電所については昭和10年9月11日号J 104ペー ジ， 12月11日号， 81ベージ。また『日曹社
報』館89号，昭和31年 r富強日本』昭和12年6月号， 9へー ジ参照。
34 (34) 第134巻第1.2号
第3表苛性ソーダ市価の推移 単位円〈強度lトγ〉
1 1月 1 2月 1 3月 14JII 5月 1 6月 1 7月 18月|日月 110月|悶|ロ
1929 1剖 194 198 198 198 198 198 194 194 194 190 192 
30 187 187 187 183 18弓 U!fi 181 183 179 172 165 170 
31 172 168 163 170 165 165 161 159 150 137 137 137 
32 143 150 150 150 150 150 151 137 165 192 254 265 
33 265 260 232 216 198 221 254 243 232 254 238 238 
34 216 198 194 194 194 187 187 176 176 176 172 176 
35 176 198 194 190 173 170 154 154 154 159 161 161 
36 154 143 141 130 130 125 128 128 125 130 130 130 














した。結局，市価は日本曹達がョ yツ斗ノレン形成を始めた 36年頃には再び 120
円台にまで下落したのである1九次に晒粉の市価の推移については全需要の7
8) 為替関係による輸入品目圧迫除去に加えて， 32年6月から苛性ソー 〆自問視には3害fIT5分の付
加税が課されることになった w東洋経済新報」昭和8年叩月14日号， 19ベージ。
















保土谷曹達 神奈川 5.0∞即 2叫 |4ω0 山 3.6叩 1町 与 問
大阪曹達 福岡 8.4ω 161 12000 16 mO 30 
兵 t庫 8，400 1 31j 14，166 I 8，500 1 31 1，440 1 33 I 14，400 31 
旭 電 化 東京 15，600 17 8，436 2，000 17 3，600 31 18，000 22 
日産化学 東京 8，800 17 6，500 17，000 17 1，000 35 8，400 27 
三井鉱山 計百 岡 ワ ? 。 18 
南梅化学 和歌山 3，000 3，741 3，600 18 3，240 27 
高知 2，9C日 3，000 26 1，080 34 
ラザ工業 大阪 4，200 19 2，644 9，200 19 1，200 36 5，400 34 
北海曹達 宮山 5，000 19 9，302 16，000 19 1，080 35 12，000 27 
日本曹達 新潟 18，600 20 15，000 20 7，200 28 13，400 29 
高岡 7，200 31 4，200 31 1，080 38 6，360 34 
昭和曹達 愛知 11，500 29 7，383 14，400 29 4，320 33 20，000 31 
日本電工 福島 1，080 1，589 2，000 32 
35 
2，510 32 
神奈川 8，0口日 6，000 35 1，800 10，000 35 
大阪晒粉 大限 1，800 3:J 1，536 2，000 33 I，O!:!O 37 2，760 33 
旭ベYペルグ正月来 宮崎 22，800 33 15，706 20，000 33 
尾崎染料 岡山 1，000 33 555 2，000 35 1，800 33 
斉藤硫曹 犬阪 3，000 34 2，666 4，000 34 3，600 34 
東洋人造肥料 兵庫 3，000 34 1，638 6，000 34 3，600 36 
鶴見曹達 神奈川 10，000 35 7，260 10，000 35 4，000 35 10，000 35 
昭和人絹 福島 10，000 36 193 10，000 35 ? 35 
日本窒素肥料 朝鮮 15，000 36 6，000 16，500 36 20，000 36 
レーョ γ 曹達 富山 7，000 36 36 
凹国国達 香川 !)，600 36 3，150 14，500 36 2，160 
361 1 
18，000 計画ιド
鐘淵紡績 兵庫 3，600 36 i 110 6，000 36 1，440 5，000 36 
単位日中戦寺T開始前D電解ソーダ企業第 4表
『改訂増補日本曹達工業史~ 339-40ベージG 庄司務・寺田英樹『日本D曹達工業~ 24-28ヘー ジ。備考




実生産量は31年の 6，781tから34年 (33年は不明)の 8，542t へと仲び方は少
ない。仲び方の大きかったものには， たとえば副産水素利用の硬化油がある














よ0) このニとが同社。「脱γ ダー化JC後述〉に一層の拍車をかけたとも言えよう。 なお，アンモ
ユブ法ソー ダ企業たる日本曹達工業 (NSK)が国産ツー ダ灰の背性化を開始したのは1931年，旭
硝子は33年からで，両社の本格的生産につれて電解ソーダ企業はその「側杖を食ったム『ダイヤ
モンド』昭和9年11月21日号， 80へ ジE 昭和10年5月11日号， 109ペー ジ，宰陪泊
11) W東洋経涜新報』昭和8年10月14日号， 19へー ジ。
12) 曹達晒粉同業会『改訂増補四本曹達工業史JI1938， :337ベ}ジ奉照u
13) Wタイヤそンド」昭和7年9月1日号， 51へー ジ。なお同，昭和5年11月21日号， 51ベージ，
昭和7年2月1日号， 44ペー ジ参j照。
14) 同土，昭和8年10月11日号， 86ベー ジ。 i[日曹製品では〕軍需関原から塩化物が良い。塩化
錫，塩素酸加里及塩素酸曹達などであるム同，昭和8年l月 l日号， 12:3ベージ。
15) 日曹D塩素の有機的利用については，大我勝弟『量蹟.!l1982，参照喝
16) Wダイヤモンド』昭和8年1月1日号， 123ペー ジ。
17) 同上，昭和8年10月11日号， 86ペー ジ。




















ある J2l)となり，さ GIこ ~6年には苛性ソーダの売上高比率は 1 割 5分にまで低
18) 同上，昭和8年1月1日号.123ペジ。
19) 同上，昭和9年z月11日号， 90ベー ジ。なお，同祉のE鉛の生産量は35年 1，038t， 36年 1，232t， 
37年1，739t， 38年 3，341t， 39年 3，290t， 40年九239tであ勺た。 TheUnited白atesStrategic 





20) r ダイヤぞンド~，昭和 9年11月 25 日号， 195へ←ジ。
21l向上，昭和10年3月11日号， 75ペジ。























22) 同上，昭和II年7月1日号-.99べー シ。また. w東詐経済新報」昭和II年7月11日号-， 48ベ
シ. fエコノミスト』昭和II年II月II日号.38ヘ ム昭和12年3月21日号.36ベー ジ害照。
23) r昭和7年あたりからは中野の考えにはっきりした動きがあらわれてきたc ・ 非鉄金属全般
にわたる広汎な製走塁計画 特に軽金属に対して深い関心を持つ」ようになった。中野友礼伝記
刊行会『宇野友礼伝j1967. 105へー ジ。











1936， 4 工場建設開始 。銑鉄製造廃止
10 珪素鉄 42，10 グローム銑
37， 3 満俺鉄 12 液化炭酸ガス製造廃止




日 炭酸マグネシウム 44，1 軍需工場指定(護国第1054工場〕
38 ，2 液化炭酸ガス 2 ニ→ザ東ソ北ラ振ンダムA製設造廃止輿へ移
8 ニッソランダムc
4 合需金品鉄に指，鉄定粉さ導る環， 研削材， 軍












企主竺」空記19331 34 1 35 1判 37138139140141
「元i理研金 属 宇都 33 816 872 
力且 電 イヒ 尾久 11 206 439 3821 289 
高雄 35 
日 本 菅 達 岩瀬 15 88 110 110 I 39 
大 倉鉱 業 島田 19 47 51! 48 
金日本マグネシウ属ム 輿南 31 49 2601 263 
関 東 電 イヒ 渋川l 52 781 i 792 
信 越 イヒ 学 直江津 198 2021 265 
東亜軽企属 酒田 5 171 34 
日本マグネシウム 東京 l 24: 25 
富山 O 18 















26) たとえば32年37t， 33年 119t， 34年 138t， 35年 197t， 36年331to 前掲『本邦軽金属工業の
現勢.!l， 107へー ジ。
27) 前掲『新興産栄町基礎知識(1)マグ不シウム~. 125ペー ジ。


















28) 輸出量は34年 4t，35年74t，36年 237t。前掲『本邦軽金属工業の現勢~ 107へー ジ。 なお31
年4月に初製品を市販した理研は翌32年に理研マグネ γワム (80万円〉を設立，同社はさらに33
年10月には満銑と資本提携して日満マグネシウム (700万円〉と改称， 35年10月には宇部工場











31) 太平洋金属株式会社岩瀬工場『工場四十年のあゆみ~ 1976， 9ベー ジ。
32) 日本官逮『日曹事業旺観〈稿)01941， 270-71~ ジ。































企業名|工場名 Ilij3~1~ 巳6 1371~巳:J胡 1 41 
昭和 電工 大 町 3，336 5，960 7，7671 9，861 
民357，叫45648378円l 1 以 前日満アルミ ι ウム 岩 瀬 162 755 3，336 3，4971 3，536 3，837 
住友アルミニウム 新居浜 601 1，053 2，0341 3，106 10，799 
日本アルミニウム 高 雄 2，014 3，8961 7，493 12，133 
i花蓮港 139 
日 本 曹達 高 岡 743 2，064 4，192 4，915 5，425 
東北振興アルミ 郡 山 965 2，282 2，014 
日本軽金属 蒲 原 357 8，835 
新 潟 4，766 






































よいよ37年 1月に，そして製錬(電解〉工場は同年 7月に直流 2万A，電解1曹
50槽でスタートした(なお，氷品石工場は36年11月，電極工場は37年 3月にス
タート〕。かつて二本木での研究段階では「電解は食塩電解槽の回路内に入れ
39) さしあたり w昭和電工五十年史dl1977. i住友化学工業株式会社史Jl1981.拙著『日本化学
工業史論j1982， 書照。 なお， I l日曹のj製造方法は世界に於て実験許み白バイヤー法であ
る。 Lかし全然バイヤ←法其僅で吐い。操作上j 当社の考案が加へられるム一条諦吉編『ア
ルミニウム総覧年鑑〈昭和12年版)j1937， 919へー ジ。 iパイヤー法に則るとは言ふものム細
部の研究ば全部とれ世同社で行」なった。勝目貞次「新興産業の基礎知識(2)アルミエウム』
1938， 194ベー ジ。 i初め翠土買岩による製法も考へられた日であるが， 中野氏が安全串を見
越して実験演である Jイヤ一法にしたものと王ほれてゐる」。前掲『円曹事業視観(稿)~ 23へ
シー。
40) 市川1胤雄「日曹fルミニウム研究の思い出」軽金属研究会『軽金属JlNo. 12， 1954， 13-1ベー
内 および「座談合 アルミナ精製のJ思レ出ー そーの 1J軽金属協会『アルミニウムJlNo.528， 
1975， 14ベー ジ，i座談会アルミ製鎌田思い出 その 2J同.No. 535， 1975，抽ベー ジ，にお
ける市川発言。
41) その理由として，たとえば 1)苛性ツーダ供給の低 2)電力供給〈高岡電河〉の便.3)水運
の便， 1)広大な敷地，など巴














場は当初一国!(多極式，幅 18m，奥行 100m，高さ 8m)であったが翌38年に




しては最大といわれた l万 Ax300Vの回転式変流機2台〈多極式工場官官1棟L あるいは
5，(}OOAX660Vの水銀整疏機6台〈同，第2，3棟〉が据え什けられた。
46 (46) 第 134巻第1・2号

















第9表 アルミニウムの純度別生産割合 (1939年1-5月〕 単位 M
企業名 99.0%未満 99.0%以上 99.3%以上 99.5;百以上
昭和電工 2 4 21 73 
日満アルミ 4 22 55 19 
住友アルミ 2 3 9 85 
日本アルミ 1 99 






日本曹達から日曹コンツェノレンヘ (47) 47 
計
103 49 416 568 
F 






用 軍 需 24 
民 日産自動車 14 
日本アル
需 ミニウム 87 7 110 
板士業組合



























48，855 29.2 3，406 
32，723 19.5 1，991 
11，634 6.9 878 
6，960 4.2 277 
子一日示市岡弘，406ilmoim弘1100.可 12.888
備考 日本曹達『日曹事業概観(稿)11941. 86ベー ジ。

























45) 前掲 r 日曹事業概観〈稿)~ 30-31ベージ。
46) W東洋経済新報』昭和12年4月17日号， 163ベ シ。
47) W〆イヤモンド』昭和8年10月1日号， 86ベジ。


























50 I 07設立，15 高田商会と提携， 33.6日曹の関係会社となる
35. 5設立， 37九州炭業，第二九曹合併， 38.日ノ出セメ2，500 
ント合併
50 I 35. 7設立
200 I 19.10設立， 35. 8日曹の関係会社となる
100 I 36. 3設立
950 I 04 広島鉱山， 05.3米子製鋼所と改称， 36. 4日曹傘下
へ， 37.4第二米子製鋼所合併. 37.11日曹製鋼と改称，
37.12大島製鋼所合併
34 I i9.3設立， 36. 日曹関係会社となる
30 ! 34.12設立， 36.8口曹傘下へ
100 I 33.6設立， 36. 9日曹関係会社となる
100 I 26.12山披火薬設立， 36.10日曹関係会社となる， 37.6 
日曹火薬と改称
250 119.7設立， 36.11日曹関係会社となる
20 I 15.6設立， 36.11日曹傘下へ
11 I 36.12設立
250 I 36.12設立
200 I 31. 6設立， 36.10第二大日本セロファンと合併， 38.4日
曹に経営委話
200 I 37目 z設立
主000I 34.7福井人絹設立，紙日本人絹紡織と改称， 37. 4日
本人網と改称， 日菅傘下ヘ， 37.3日曹人絹パルプ設立.j 
37.8日本人絹，綾羽紡績を合併
5，000 I 37. 3設立
150 I 32.12設立， 37. 4-日曹関係会社となる
(350) I 32.12設立， 37. 4日曹関係会社となる
26 I 34.10設立， 37. 4日曹傘下ヘ
104 I 28.6設立.30.9信夫電気化学を合併.37. 6日曹傘下へ
30 I 37. 8設立
3，0∞I 37目 8設立
備考 日本曹達『日曹事業概観(稿)jその他より作成」




















48) rダイヤ毛ンド』昭和8年2月21目号， 63ペー ジ。また「当社は多額の外部負債を有する会社
である 即ち8年上期末現在161万円四借入金と113万円の支払手形を有ってをる。これを見て
も当社が頗る金融に苦しい会社であることは説明を要せ胞と左官ム「東洋経曹新報』昭和8年10






唱という fあいであるJo i日曹外史J2， r日曹社報.ll117号。
50) i日曹外史J5， r日曹社報J121号@




























2，207 12.0 35.1 912 8.( 
2，103 12.0 40.0 961 9.673 
1，991 12.0 29.0 986 10，996 








12.0 22.0 7，844 52，828 




4 I :|;:;|;;lI 
1:i:;口::|
第四表
5，200 10 31 
6，789 10. 32 
35 
































3，500 71，160 104 
38 
3，200 。 。??87，546 39 I 104，000 
40 I 104，000 
?????











たのに対L-， 33年から始まる後者は軍需イ γ フレの本格化に伴なう鉱業，機械，
金属，化学などを中心とする熱狂的な人気相場 (r軍需インフレ株ザームJ) で













52) 前掲『中野瓦ネLt式Jl， 117-8ベー ν参照。また，山崎一芳『謎白事莱家中野主礼J1938，松卜伝
吉『人的事業体系・化学工業J篇〈上)~ 1941.など参照。
53) 野田正穂「満州事変以後におけるわが国株式市場の構造変化についてH経済志掛，~第四巻第
2号"， 1962. 140-41ペー ジ。
54) 樋口弘『計画経済と日本財閥~ 1941， 94-5ベー ジ。




式市場の構古変化につい CJ154へー ジ。 またいJ弁鹿松『証券市場組織〈各論i)J1927， 865へー
ジ，志村嘉一『日本資本市場分析~ 1971. 135. 13!J-41ベー ジ参照」



























58) rダイヤそンド』昭和13年 2月21日号， 100ベージo
59) rエヨノミスト』昭和13年3月21日号.33ページ。



































横 神奈川 1937. 4 ニッケル粗盤
富山製鋼 富 山 1937. 5 合金鉄，高速度鋼，炭素鋼材，鋳鋼
新発 新潟 1939. 5 合金鉄，粗鋼，高速度鋼材，電極





























しも重なり合っていた， ということ脅指摘で脅品。つま句，同コ Yツr ノレン円
形成過程は，それが膨張戦略を志向するものであった限り，当時の日本経済の
戦争経済化に深刻に巻き込まれた形でしか行われえなかったのである。個別の
新興財閥研究の進展にパラつきがある現段階では比較上のことを断言できねが，
少なくとも日曹コ y ツェノレンは，同コンツェノレγに先立つて形成確立された新
興財閥に比べてもより多くその影響を受けて形成されたことは確かであった。
本稿作成にあたり， 日本曹達(株l，および親曹会 (OB会〕の有馬登良夫，稲葉
好造，神吉正夫，戸田忠良，中尾殴の諸氏，また故市川直雄氏夫人，市川つや氏から
貴重な御教示を賜った。記して謝したい。
